
デ
ジ
モ
ン
テ
イ
マ
ー
ズ

第
４
９
話

首
都
壊
滅
！

ク
ル
モ
ン
の
願
い

第
六
稿

※
Ｐ
１
３

筑
波
研
究
所
内
シ
ー
ン

台
詞
を
若
干
変
更
。

脚
本
／

小
中
千
昭

A
n
i
m
a
t
i
o
n

P
l
a
y

b
y
C
h
i
a
k
i

J
.
K
o
n
a
k
a

2
0
0
1

／1
2

／01



登
場
人
物

松
田

啓
人(

1
0
)

ギ
ル
モ
ン

↓

デ
ュ
ー
ク
モ
ン

李

健
良(

1
0
)

テ
リ
ア
モ
ン

↓

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン

牧
野

留
姫(

1
0
)

レ
ナ
モ
ン

↓

サ
ク
ヤ
モ
ン

加
藤

樹
莉(

1
0
)

ク
ル
モ
ン

ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン

↓

イ
ン
プ
モ
ン

H
y
p
n
o
s
T
e
a
m

山
木
満
雄(

3
2
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ネ
ッ
ト
管
制
室
長

鳳

麗
花(

2
6
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
チ
ー
フ
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

小
野
寺
恵(

2
3
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

W
i
l
d

B
a
n
c
h

ド
ル
フ
ィ
ン
〔
ロ
ブ
・
マ
ッ
コ
イ
〕(

5
0
)

バ
ベ
ル(

3
6
)

デ
イ
ジ
ー(

4
0
)

カ
ー
リ
ー(

4
3
)

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
〔
水
野

伍
郎
〕(

4
2
)

P
a
r
e
n
t
s

松
田

剛
弘(

4
1
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
カ
ト
の
父
親

松
田

美
枝(

3
5
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
カ
ト
の
母
親

李

鎮
宇(

4
0
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ジ
ェ
ン
の
父
親

牧
野
ル
ミ
子(

2
8
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
留
姫
の
母

秦

聖
子(

4
9
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
留
姫
の
祖
母

加
藤

肇
（
台
詞
無
し
）

カ
イ(

1
0
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
カ
ト
の
従
兄
弟

ジ
ョ
ニ
ー
・
ベ
ッ
ケ
ン
ス
タ
イ
ン(

5
1
)

…
…
国
連
防
衛
軍
科
学
顧
問

ア
イ

台
詞
無
し

マ
コ
ト

ス
テ
ル
ス
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
英
語
の
台
詞
の
み
）

A
D
R
-
0
1

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
樹
莉
型
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト



○
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズ
／
都
庁

最
上
部
付
近

獣
王
拳
を
叩
き
込
む
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
！

し
か
し
、
樹
莉
は
ス
フ
ィ
ア
か
ら
出
て
来
よ
う
と
し
な
い
。

タ
カ
ト
「
加
藤
さ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
っ
！
」

カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
に
飛
び
つ
く
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
。
し
か

し
穴
が
閉
じ
ら
れ
て
い
く
！

閉
じ
き
る
間
際
、
目
と
目
が
合
う
樹
莉
と
タ
カ
ト
。

樹

莉
「
タ
カ
ト
…
…
く
ん
…
…
」

A
D
R
-
1
0

の
攻
撃
を
食
ら
い
吹
っ
飛
ぶ
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
。

ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
「
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
」

転
落
し

、
量
子
化
し
て
い
く
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
！

サ
ク
ヤ
モ
ン
「
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ー
ー
ー
ー
ン
！
」

ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
「
こ
こ
で
…
…
終
わ
る
…
…
わ
け
に
は
、
い
か
ね
え
ん
だ
…
」

□
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

○
都
庁

最
上
部
付
近

紫
の
ア
ウ
ラ
を
放
ち
な
が
ら
、
凄
ま
じ
い
速
度
で
上
昇
し
て

く
る
サ
ク
ヤ
モ
ン
。

サ
ク
ヤ
モ
ン
「
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
！

飛
び
な
さ
い
！

飛
ん
で!!

」

し
か
し
、
力
無
く
堕
ち
行
く
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
。

サ
ク
ヤ
モ
ン
「
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
！
！
」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
も
急
速
降
下
し
て
い
く
が

、

ど
ん
ど
ん
希
薄
に
な
っ
て
い
く
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
の
姿
。

ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
「
…
…
ち
く
、
し
ょ
う
…
…
へ
へ
…
…
、
と
こ
と
ん
カ
ッ
コ

悪
か
っ
た
よ
な
、
俺
っ
て
よ
…
…
（
目
を
閉
じ
る
）
」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
ば
か
や
ろ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
」

自
由
落
下
中
の
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
、A

D
R
-
1
0

の
攻
撃
を
食
ら
う
！

サ
ク
ヤ
モ
ン
も
ま
た
阻
ま
れ
た
！

サ
ク
ヤ
モ
ン
「
ふ
ざ
け
な
い
で
よ
！

何
諦
め
て
い
る
の
よ
！
！
！
」

○
浅
草
／
ア
イ
、
マ
コ
の
家

１



疎
開
の
為
、
再
び
そ
こ
を
発
と
う
と
し
て
い
る
一
家
。

外
出
着
の
ア
イ
と
マ
コ
ト
、
立
っ
た
ま
ま
テ
レ
ビ
に
小
さ
く

映
る
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
を
凝
視
。

○
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
内

半
透
明
で
眼
下
に
展
開
す
る
光
景

。

樹
莉
、
胸
の
前
に
握
っ
た
拳
が
ブ
ル
ブ
ル
震
え
て
い
る
。

樹

莉
「
あ
た
し
が

、
あ
た
し
が

こ
ん
な
酷
い
事
…
…
」

ク
ル
モ
ン
「
（
ノ
ン
ノ
ン
ノ
ン
と
首
を
振
り
）
ジ
ュ
リ
、
違
う
で
す
っ
！
」

○
都
庁

デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
表
面
／
夕
刻

量
子
化
し
き
ろ
う
と
し
て
い
る
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
、
デ
・
リ
ー

パ
ー
・
ゾ
ー
ン
の
中
に
落
ち
、
波
紋
が
広
が
る
。

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ォ
ォ
ォ
ォ
ン
！
！
」

静
寂

。

タ
カ
ト
「
！

あ
あ
っ!?

」

ゴ
ウ
ン
！

泡
か
ら
突
出
す
る
、
内
側
か
ら
の
先
鋭
的
な
力
。

バ
シ
ュ
！

飛
び
出
し
て
く
る
グ
ラ
ニ
。

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
グ
ラ
ニ
！
」

グ
ラ
ニ
の
首
の
上
に
は

イ
ン
プ
モ
ン
が
。

留

姫
「

あ
り
が
、
と
う
…
…
（
や
や
涙
）
」

グ
ラ
ニ
、
そ
の
翼
で
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
を
捉
え
て
い
たA

D
R
-
1
0

を
撃
破
！

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
今
度
こ
そ
！

こ
の
デ
・
リ
ー
パ
ー
を
！
」

と
、
グ
ラ
ニ
の
目
が
や
や
明
滅
し
た
。

○
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
内

タ
カ
ト
「
！

な
っ
、
何
？
」

山

木
「
（
オ
フ
／
無
線
）
タ
カ
ト
君
！

み
ん
な
そ
こ
か
ら
早
く
離
脱
す

る
ん
だ
！

急
い
で
く
れ
！
！
」

２



タ
カ
ト
「
ど
っ
、
ど
う
し
て!

?

」

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー
／
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
測
所

騒
然
と
な
っ
て
い
る
観
測
室
内
。

モ
ニ
タ
に
は
ノ
イ
ズ
混
じ
り
の
画
面
で
、
都
庁
周
辺
の
レ
ー

ダ
ー
映
像
が
映
っ
て
い
る
。

恵

「
（
背
景
オ
フ
台
詞
）
攻
撃
開
始
ま
で
後
４
０
秒
を
切
り
ま
し
た
！
」

麗

花
「
（
同
時
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
背
景
オ
フ
台
詞
）
国
連
防
衛
軍
か
ら
再
度

の
警
告
が
来
て
い
ま
す
！

山
木
さ
ん
！
」

山

木
「
国
連
防
衛
軍
が
間
も
な
く
総
攻
撃
を
始
め
る
ん
だ
！

タ
カ
ト
君

達
は
早
く
そ
こ
か
ら
退
避
し
て
く
れ
！

頼
む
！
」

○
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
内

タ
カ
ト
「
（
愕
然
）
え
え
っ!

?
駄
目
！

駄
目
だ
よ!!

（
悲
痛
）
」

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー
／
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
測
所

山

木
「
ど
う
し
た
ん
だ!?

」

タ
カ
ト
の
声
「
（
オ
フ
／
無
線
）
あ
そ
こ
に
は
加
藤
さ
ん
が!!
加
藤
さ
ん

が
都
庁
の
て
っ
ぺ
ん
に
捕
ま
っ
て
る
ん
だ!

!
!
!

」

山

木
「
（
呻
く
）
…
…
そ
う
だ
っ
た
の
か
…
…
」

鎮

宇
「
は
っ
、
早
く
国
連
防
衛
軍
に
中
止
を
！

攻
撃
中
止
を!!

」

麗

花
「
（
焦
る
）
衛
星
回
線
が
不
調
で

」

恵

「
攻
撃
開
始
ま
で
あ
と
３
０
秒
」

山

木
「
早
く!

!

頼
む
か
ら
退
避
し
て
く
れ
ぇ
ぇ
ぇ
っ
！
！
」

○
都
庁
付
近
／
夕
暮
れ

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
、
キ
ッ
と
背
後
の
空
を
見
上
げ
る
。

つ
ん
ざ
く
高
音
の
ジ
ェ
ッ
ト
音
。

沈
み
つ
つ
あ
る
夕
陽
に
浮
か
ぶ
、
三
機
の
黒
い
三
角
の
機
体
。

低
空
で
都
庁
に
飛
来
し
つ
つ
あ
る
漆
黒
の
異
形
翼
機
、B

2
-
A

３



ス
ピ
リ
ッ
ト
・
ス
テ
ル
ス
。
底
部
にM

W
-
1

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

を
抱
え
て
い
る
。
側
面
に
は
国
連
マ
ー
ク
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
「
（
無
線
／
背
景
オ
フ
）A

p
p
r
o
a
c
h
i
n
g
t
o

the
t
a
r
g
e
t
.

L
e
f
t
i
n
g

t
i
m
e
,

u
m
.
.
.
2
2

s
e
c
o
n
d
s
.
C
l
e
a
r

to
f
i
r
e

S
A
M
.

」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
（
苦
渋
）
み
ん
な
！

こ
こ
か
ら
離
れ
る
ん
だ
ぁ
ぁ
！
」

サ
ク
ヤ
モ
ン
、
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
ら
、
脱
出
。

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー

鎮

宇
「
通
常
兵
器
が
効
か
な
い
と
判
っ
て
い
て
何
故!

?

」

モ
ニ
タ
に
向
か
っ
て
い
た
ド
ル
フ
ィ
ン
、
振
り
向
き

ド
ル
フ
ィ
ン
「
あ
れ
が
積
ん
で
い
る
の
は
た
だ
の
爆
弾
で
は
な
い
ら
し
い
」

山

木
「
電
波
の
干
渉
を
受
け
な
い
為
に
ス
テ
ル
ス
で
来
て
い
る
。
何
か
策

が
あ
る
と
い
う
の
か!

?
」

カ
ー
リ
ー
「
早
く
攻
撃
を
止
め
さ
せ
て!!

あ
そ
こ
に
は
子
ど
も
が
！
」

○
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン

ス
テ
ル
ス
、
底
部
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
開
放
。
バ
シ
ュ
バ
シ
ュ

バ
シ
ュ
！

小
型
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
が
三
機
か
ら
各
百
発
程

発
射
さ
れ
、
泡
に
投
下
さ
れ
て
い
く
。

飛
び
去
っ
て
い
く
ス
テ
ル
ス
。

デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
内
に
起
こ
る
、
小
さ
な
し
か
し
激

し
い
輝
点
群
。

デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
が
震
え
る
。

バ
ベ
ル
「
（
オ
フ
）
な
る
ほ
ど

、
あ
れ
は
ジ
ャ
マ
ー
だ
」

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー

窓
か
ら
見
つ
め
て
い
る
一
同
。

カ
ー
リ
ー
「
ジ
ャ
マ
ー
？
」

バ
ベ
ル
「
攪
乱
さ
せ
て
い
る
。
強
烈
な
電
磁
波
を
放
出
さ
せ
た
ん
だ
」

ノ
イ
ズ
混
じ
り
の
、
ネ
ッ
ト
電
話
画
面
に
、
テ
ン
ガ
ロ
ン
を

被
っ
た
初
老
の
科
学
者
が
映
っ
て
い
る
。

４



ド
ル
フ
ィ
ン
「
騎
兵
隊
気
取
り
か
ね
？

ジ
ョ
ニ
ー
」

ジ
ョ
ニ
ー
「
（
無
線
／
ノ
イ
ズ
混
じ
り
）
破
壊
で
は
な
い
。
麻
痺
さ
せ
る
の

が
意
図
だ
、
ド
ル
フ
ィ
ン
」

S
H
I
B
U
M
I

「
（
覗
き
込
み
）
な
ん
だ
、
ベ
ッ
ケ
ン
ス
タ
イ
ン
教
授
じ
ゃ
な
い
。

元
気
か
い
？
（
手
を
振
る
）
」

○
や
や
離
れ
た
上
空消

耗
し
き
っ
た
イ
ン
プ
モ
ン
を
抱
く
サ
ク
ヤ
モ
ン
。

イ
ン
プ
モ
ン
「

ち
く
、
し
ょ
う
…
…
」

サ
ク
ヤ
モ
ン
「
し
ゃ
べ
ら
な
い
で
…
…
。
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
！
」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
は
、
都
庁
最
上
部
に
最
突
入
を
図
る
！

タ
カ
ト
「
加
藤
さ
ぁ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ん
！
」

○
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
内

激
し
い
振
動
に
揺
れ
て
い
る
球
内
。

眼
下
の
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
は
、
ま
る
で
マ
グ
マ
の
様

に
ド
ロ
ド
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

樹

莉
「
も
う
嫌
だ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
！

出
し
て
！

こ
こ
か
ら
出
し
て
！
」

拳
で
半
透
明
の
球
壁
を
叩
き
続
け
る
樹
莉
。

デ
・
リ
ー
パ
ー
「
（
大
人
び
た
樹
莉
の
声
で
）
人
間
、
愚
か
し
い
生
き
物
」

『
そ
れ
』
を
見
て
怯
え
る
ク
ル
モ
ン
。

ク
ル
モ
ン
「
く
く
く
く
く
く
（
恐
怖
）
」

樹

莉
「
（
背
オ
フ
）
や
め
て
よ
！

あ
た
し
の
声
で
話
さ
な
い
で

」

振
り
向
い
た
樹
莉
、
愕
然
。

目
の
前
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
床
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
で
生
え
た

状
態
の
、A

D
R
-
0
1

。
樹
莉
の
顔
を
し
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
！

A
D
R
-
0
1

「
加
藤
樹
莉
の
思
考
ロ
ジ
ッ
ク
に
よ
り
、
憐
れ
み
を
感
じ
る
」

樹

莉
「
（
恐
怖
）
や
だ
、
こ
ん
な
の
、
も
う
な
の
嫌
ぁ
ぁ
ぁ
っ
！
」

ク
ル
モ
ン
「
ジ
ュ
ー
リ!?

」

ス
フ
ィ
ア
内
底
面
よ
り
、
無
数
の
ケ
ー
ブ
ル
が
湧
き
だ
し
、

樹
莉
の
躰
を
絡
め
拘
束
し
て
い
く
。

樹

莉
「
い
や
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
」

５



ク
ル
モ
ン
「
や
め
る
ク
ル
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
！
」

必
死
に
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
離
そ
う
と
す
る
非
力
な
ク
ル
モ
ン
。

A
D
R
-
0
1

「
も
っ
と
叫
ぶ
が
い
い
。
も
っ
と
哀
し
む
が
い
い
。
そ
れ
が
デ
・
リ

ー
パ
ー
の
力
を
高
め
る
」

樹

莉
「
嫌
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
！
」

樹
莉
の
叫
び
に
呼
応
し
、
ケ
ー
ブ
ル
群
が
『
情
報
』
を
伝
え

律
動

、
そ
れ
がA

D
R
-
0
1

の
躰
を
震
わ
せ
る
！

A
D
R
-
0
1

「
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
く
ぐ
ぐ
」

A
D
R
-
0
1

の
姿
、
ケ
ー
ブ
ル
に
戻
っ
て
急
速
に
床
に
埋
没
！

○
西
新
宿
上
空

律
動
し
、
内
部
で
明
滅
を
繰
り
返
し
て
い
た
デ
・
リ
ー
パ
ー

・
ゾ
ー
ン
、
一
瞬
に
し
て
静
ま
る
。

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー

山

木
「
や
っ
た
か
…
…
？
」

と
、
背
後
か
ら
恵
の
悲
痛
な
声
。

恵

「
デ
・
リ
ー
パ
ー
内
温
度
、
急
速
上
昇
！

拡
大
速
度
２
４
０
％
！
」

山

木
「
何
だ
と!

?

」

○
オ
ベ
ラ
タ
ワ
ー
地
上
部

泡
の
領
域
が
、
目
に
見
え
る
程
の
早
さ
で
拡
大
し
手
前
の
Ｎ

Ｔ
Ｔ
を
飲
み
込
み
、
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー
に
迫
る
！

○
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
内

ク
ル
モ
ン
「
う
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
っ
！
」

非
力
な
の
に
、
渾
身
の
力
で
樹
莉
を
救
お
う
と
し
て
い
る
。

ク
ル
モ
ン
「
ク
ル
モ
ン
だ
っ
て
、
ク
ル
モ
ン
だ
っ
て
…
…
」

樹

莉
「
（
過
呼
吸
状
態
で
早
く
）
や
だ
！
や
だ
よ
！
こ
ん
な
の
も
う
嫌
だ

よ
嫌
だ
よ
！
こ
ん
な
の
！
こ
ん
な
の
！
」

６



ク
ル
モ
ン
「
ジ
ュ
、
リ
…
…
」

樹

莉
「
わ
あ
あ
あ
あ
ん
ん
ん
！
（
号
泣
）

わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん
ん
！
」

○
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
内

タ
カ
ト
「
（
聞
こ
え
た
！
）

加
藤
さ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
！
」

○
デ
・
リ
ー
パ
ー
内
（
イ
メ
エ
ジ
的
）

赤
黒
い
粘
液
の
中
に
迸
る
情
報
の
光
。

そ
の
中
で
、A

D
R
-
0
1

が
そ
の
姿
を
急
速
に
拡
散
さ
せ

○
上
空

急
速
降
下
し
て
い
く
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
！

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
っ
！
」

ド
ッ
ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ン
！

激
し
い
地
響
き
。
泡
が
揺
れ

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
何
ッ
ッ!?

」

せ
り
上
が
っ
て
い
く
都
庁
。

A
D
R
-
1
0

と
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
絡
み
つ
い
て
い
く
！

ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ

都
庁
を
芯
と
し
た
、
異
形
の
巨
大
な
る
像
が
形
成
さ
れ
て
い

く
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
単
眼
の
女
神
像

マ
ザ
ー
・
デ
・

リ
ー
パ
ー
が
そ
の
巨
大
な
る
姿
を
現
す
。

『
顔
』
の
中
央
に
、
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ボ
ー
ル
、
そ
し
て
そ

の
内
側
に
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
が
。

タ
カ
ト
「
（
愕
然
と
見
て
い
た
が

）
怖
く
な
ん
か
、
な
い
ぞ
っ
！
」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
、
マ
ザ
ー
・
デ
・
リ
ー
パ
ー
の
頭
部
に
向
か

っ
て
い
く
！

し
か
し
！

ド
ッ
ッ
ッ
！

盛
り
上
が
る
デ
・
リ
ー
パ
ー
の
泡
！

女
神
を
飲
み
込
ん
で
い
く
！

一
挙
に
拡
大
、
巨
大
化
し
て
い
く
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
。

サ
ク
ヤ
モ
ン
「

何
と
い
う
力
…
…
」
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○
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
内

タ
カ
ト
「
何
が
起
っ
た
っ
て
、
僕
は
絶
対
に
加
藤
さ
ん
を
助
け
る
ん
だ
！

行
く
ぞ
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
！
」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
（
オ
フ
）
タ
カ
ト
、
待
て
！
」

タ
カ
ト
「
な
っ
、
ど
う
し
た
の!

?

」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
（
オ
フ
）
究
極
体
で
あ
っ
て
も
、
あ
の
泡
の
中
に
入
っ
て

し
ま
う
と
力
を
失
う
！

忘
れ
た
の
か!?

」

タ
カ
ト
「
だ
っ
て
！

だ
っ
て
！
！
！
（
顔
を
歪
め
）
」

○
デ
・
リ
ー
パ
ー
上
空

暮
れ
ゆ
く
空
に
、
マ
グ
マ
の
様
に
光
を
放
つ
広
大
な
る
デ
・

リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
。
そ
の
上
空
に
滞
空
す
る
デ
ュ
ー
ク
モ

ン
は
、
あ
ま
り
に
も
儚
い
存
在
。

タ
カ
ト
「
（
オ
フ
／
悲
痛
）
く
そ
ぉ
お
お
お
お
お
お
お
っ
！
！
！
」

溶
暗

○
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
／
大
俯
瞰
／
昼

赤
黒
い
巨
大
な
泡
は
、
直
径
１
２
キ
ロ
に
ま
で
拡
大
。

Ｓ
「
一
週
間
後
」

ン
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
…
…
。
律
動
が
低
く
聞
こ
え
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
（
モ
ノ
）
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ん
て
、
一
年
前
の
僕
は
、
夢
に

だ
っ
て
思
わ
な
か
っ
た

」

○
つ
く
ば
学
園
都
市
／
近
代
的
な
ビ
ル
外
観

Ｓ
「
筑
波
／
先
端
通
信
科
学
研
究
所
」

○
同
／
会
議
室

椅
子
に
座
っ
て
い
る
タ
カ
ト
、
ジ
ェ
ン
、
留
姫
。
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鎮
宇
ら
の
質
問
に
、
俯
い
て
答
え
て
い
る
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「
（
モ
ノ
）
い
つ
も
通
り
の
毎
日
が
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
く
っ

て
思
っ
て
た

」

樹
莉
の
事
を
想
い
、
唇
を
噛
む
タ
カ
ト
。

話
を
聞
い
て
声
も
出
な
い
大
人
達

。

○
廊
下

山
木
か
ら
話
を
聞
き
、
強
張
ら
せ
た
顔
で
黙
っ
て
い
る
樹
莉

の
父
親
。

そ
れ
を
ギ
ル
モ
ン
、
心
配
そ
う
に
見
上
げ
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
（
オ
フ
）
ギ
ル
モ
ン
と
出
会
っ
た
時
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
っ
て
判
っ

て
…
…
。
び
っ
く
り
す
る
事
が
い
っ
ぱ
い
起
こ
っ
て

」

○
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
内
／
横
浜
付
近

運
転
し
て
い
る
タ
カ
ト
の
父
。
助
手
席
に
母
。

後
部
席
に
タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
。

タ
カ
ト
「
（
オ
フ
）
ギ
ル
モ
ン
と
友
達
に
な
っ
た
り
、
他
の
み
ん
な
が
テ
イ

マ
ー
に
な
っ
た
り
、
楽
し
い
事
だ
っ
て
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
け
ど
」

窓
外
、
東
京
を
覆
う
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
が
遠
ざ
か
っ

て
い
く
。
そ
れ
に
振
り
向
く
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「
（
オ
フ
）
こ
ん
な
事
が
起
こ
る
な
ん
て
…
…
」

○
逗
子
／
タ
カ
ト
の
母
親
の
実
家
／
夕
刻

海

。
沈
み
つ
つ
あ
る
夕
陽
が
波
頭
を
煌
か
せ
て
い
る
。

小
高
い
岬
の
中
途
に
立
て
ら
れ
た
、
古
い
日
本
家
屋
。

そ
の
縁
側
に
座
り
、
海
を
見
つ
め
て
い
る
タ
カ
ト
（
冬
服
）
。

脇
で
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
ギ
ル
モ
ン
。
耳
を
ピ
ン
と
立
て
る
。

室
内
奥
か
ら
誰
か
が
歩
い
て
く
る
。

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
」

タ
カ
ト
「
ど
う
し
た
の
？
ギ
ル
モ
ン

（
振
り
向
き
、
『
あ
』
）
」

カ

イ
「
よ
っ
」
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モ
コ
モ
コ
の
ダ
ウ
ン
を
着
た
カ
イ
が
、
笑
顔
で
来
た
。

タ
カ
ト
「
カ
イ
…
…
。
久
し
ぶ
り
。
い
つ
来
た
の
？
」

カ

イ
「
今
さ
ー
（
隣
に
座
る
）
」

タ
カ
ト
「
…
…
？
」

カ

イ
「
や
っ
ぱ
寒
ぃ
な
こ
っ
ち
は
さ
ー
。
で
も
、
海
は
同
じ
海
だ
」

タ
カ
ト
「
…
…
う
ん
…
…
」

○
横
浜
／
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
／
レ
ス
ト
ラ
ン

和
洋
折
衷
の
調
度
、
格
式
あ
る
室
内
。

静
か
に
食
事
を
摂
っ
て
い
る
各
テ
ー
ブ
ル
。

若
い
外
国
人
女
性
、
隅
の
テ
ー
ブ
ル
を
興
味
津
々
に
見
て
、

隣
の
男
性
に
耳
打
ち
。

聖
子
、
ル
ミ
子
、
か
つ
て
着
た
、
少
女
ら
し
い
服
の
留
姫
、

そ
し
て

、
居
心
地
悪
そ
う
な
レ
ナ
モ
ン
が
前
菜
を
前
に

座
っ
て
い
る
。

レ
ナ
モ
ン
「

（
小
声
）
留
姫
」

留

姫
「
何
」

レ
ナ
モ
ン
「
私
は
や
は
り
こ
の
様
な
席
に
は
…
…
」

留

姫
「
今
更
何
よ
。
い
い
っ
て
さ
っ
き
ゆ
っ
た
じ
ゃ
ん
」

レ
ナ
モ
ン
「
…
…
（
汗
）
」

ル
ミ
子
「
（
苦
笑
）
レ
ナ
モ
ン
っ
、
て
女
の
人
で
し
ょ
？

だ
よ
ね
？
」

レ
ナ
モ
ン
「

デ
ジ
モ
ン
に
は
本
来
、
性
別
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
…
」

ル
ミ
子
「
で
も
絶
対
あ
な
た
は
女
の
子
。
だ
か
ら
、
あ
た
し
た
ち
の
家
族
」

レ
ナ
モ
ン
「
…
…
」

留
姫
は

、
や
や
不
安
気
に
窓
か
ら
外
を
見
る
。

曇
っ
た
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
に
、
山
下
公
園
の
灯
。

聖

子
「
留
姫
ち
ゃ
ん
」

留

姫
「
（
は
、
と
聖
子
を
見
る
）
」

聖

子
「
今
は
、
家
族
の
事
と
、
デ
ィ
ナ
ー
の
お
味
の
事
だ
け
、
考
え
て
い

て

。
お
願
い
」

留

姫
「

う
ん
」

留
姫
、
今
は
反
応
し
て
い
な
い
Ｄ
ア
ー
ク
を
、
テ
ー
ブ
ル
の
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下
で
握
っ
て
い
る

。

○
逗
子
／
タ
カ
ト
の
母
親
の
実
家

タ
カ
ト
「
カ
イ
、
ど
う
し
て
こ
っ
ち
来
た
の
？
」

カ

イ
「
従
兄
弟
が
こ
っ
ち
で
す
ん
げ
ー
頑
張
っ
て
ん
の
に
、
黙
っ
て
沖
縄

で
見
て
ら
ん
な
い
さ
ー
普
通
」

タ
カ
ト
「
…
…
（
微
笑
）
う
ん
」

カ

イ
「

タ
カ
ト
…
…
、
お
前
さ
…
…
」

タ
カ
ト
「
何
？
」

カ

イ
「
お
前
、
達
、
か
…
…
。
こ
の
で
っ
か
い
世
界
を
救
お
う
っ
て
い
う

の
が
さ
、
何
か
…
…
」

タ
カ
ト
「

僕
は
、
た
だ
、
ギ
ル
モ
ン
や
、
テ
イ
マ
ー
の
仲
間
と

、

助
け
た
い
だ
け
…
…
。
大
切
な
も
の
。
大
切
な
場
所
、

（
う

う
ん
と
首
を
振
り
）
大
切
な
、
友
達

」

カ

イ
「
（
暫
く
タ
カ
ト
を
見
つ
め
）

ウ
ム
ヤ
ー
グ
ワ
ー
な
ん
か
？
」

タ
カ
ト
「
え
っ
？

何
そ
れ
」

カ

イ
「
初
恋
の
人
（
ニ
ッ
）
」

タ
カ
ト
「
（
ぎ
く
っ
っ
）
え
っ
、
こ
こ
こ
こ
恋
っ
て
そ
ん
な
、
っ
て
ゆ
か
僕
」

カ
イ
、
苦
笑
し
、
夕
暮
れ
の
空
を
見
上
げ
る
。

カ

イ
「
そ
っ
か
…
…
。
そ
う
な
ん
だ
…
…
。
な
ら
判
る
さ
ー
」

タ
カ
ト
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
、
僕

」

カ

イ
「
…
…
」

タ
カ
ト
「
（
じ
っ
と
考
え
）
そ
う
、
僕
、
好
き
だ
っ
た

、
ず
っ
と
…
…
」

カ

イ
「

（
タ
カ
ト
に
向
き
）
」

タ
カ
ト
「
だ
か
ら
、
助
け
た
い

」

○
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
内

球
内
を
覆
い
尽
く
す
ケ
ー
ブ
ル
。

そ
の
中
に
、
閉
ざ
さ
れ
た
樹
莉
。
し
か
し
、
手
足
は
自
由
に

動
か
せ
る
。
樹
莉
は
自
ら
の
心
で
、
自
分
を
拘
束
し
て
い
る
。

ク
ル
モ
ン
「
ジ
ュ
ー
リ
？

ク
ル
モ
ン
よ
く
わ
か
ん
な
い
で
す
。
で
も
、
樹

莉
が
、
自
分
を
苛
め
る
み
た
い
な
事
考
え
ち
ゃ
う
と
、
も
っ
と
酷
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い
事
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
ー
す
よ
？
」

樹
莉
、
虚
ろ
に
ク
ル
モ
ン
を
見
つ
め
る
。

樹

莉
「
何
で
あ
た
し
な
ん
か
に
…
…
」

ク
ル
モ
ン
「
ク
ル
モ
ン
、
樹
莉
、
好
き
ク
ル
。
樹
莉
、
も
っ
と
笑
っ
て
欲
し

い
く
る
。
元
気
、
い
っ
ぱ
い
な
っ
て
欲
し
い
ク
ル
！
」

樹

莉
「
（
僅
か
に
瞳
だ
け
反
応
）

何
で
、
あ
た
し
な
ん
か
を
」

カ
メ
ラ
、
壁
面
を
抜
け
て
急
速
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ッ
ク
。

○
広
が
る
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
内
の
光
景

最
早
そ
こ
は
、
地
上
で
は
な
い
。

真
っ
赤
な
、
マ
ー
ブ
ル
模
様
の
空
の
下
、
粘
液
に
満
た
さ
れ

た
深
海
の
底
に
、
ナ
イ
フ
で
抉
ら
れ
た
バ
タ
ー
の
様
に
解
体

さ
れ
つ
つ
あ
る
建
築
物
群
。
放
射
状
の
光
が
時
折
煌
く
。

○
筑
波
／
研
究
所
内

麗

花
「
ア
メ
リ
カ
、
ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
研
究
所
か
ら
、
衛
星
通
信
で
す
」

麗
花
ら
の
許
に
集
ま
る
一
同
。

ノ
イ
ズ
塗
れ
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
内
に
、
ベ
ッ
ケ
ン
ス
タ
イ
ン
教

授
が
映
っ
て
い
る
。

ド
ル
フ
ィ
ン
「
ジ
ョ
ニ
ー
、
そ
っ
ち
は
ど
う
だ
」

ジ
ョ
ニ
ー
「
合
衆
国
の
デ
・
リ
ー
パ
ー
も
拡
大
速
度
を
上
げ
て
い
る
。
衛
星

回
線
も
そ
ろ
そ
ろ
危
な
く
な
っ
て
き
た
」

デ
イ
ジ
ー
「
そ
う
…
…
」

ジ
ョ
ニ
ー
「
君
た
ち
に
デ
ー
タ
を
送
っ
た
。
一
週
間
前
に
私
が
指
示
し
て
撃

ち
込
ん
だ
ク
ラ
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
マ
ー
弾
に
は
、
ラ
ジ
オ
・
ビ
ー
ム

観
測
装
置
も
積
ん
で
あ
っ
た
」

ド
ル
フ
ィ
ン
「
ほ
う
？
」

ジ
ョ
ニ
ー
「
殆
ど
が
消
去
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
未
だ
僅
か
に
幾
つ
か
が
建
物

の
隙
間
に
入
り
込
ん
で
生
き
て
い
る
。
そ
れ
が
送
っ
て
き
た
デ
ー

タ
で
、
奇
妙
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」

カ
ー
リ
ー
「
奇
妙
っ
て
…
…
？
」
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○
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
内
／
渋
谷
付
近

ビ
ル
と
ビ
ル
の
間
の
隙
間
、
側
溝
の
置
く
に
挟
ま
っ
て
い
る

半
壊
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
マ
ー
。
機
能
の
一
部
が
生
き

て
お
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
明
滅
さ
せ
て
い
る

。

ジ
ョ
ニ
ー
「
ク
ラ
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
マ
ー
が
観
測
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
デ

・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
の
内
部
を
走
る
情
報
の
や
り
と
り
が

」

●
変
更
シ
ー
ン

○
筑
波
研
究
所
内

ド
ル
フ
ィ
ン
「
（
ニ
ヤ
）
当
て
て
や
ろ
う
。
光
よ
り
速
い
。
そ
う
だ
ね
？
」

ジ
ェ
ン
「
え
っ!

?

光
よ
り
も
速
い
…
…
？
」

画
面
内
ジ
ョ
ニ
ー
「
流
石
と
言
う
べ
き
だ
な
、
ワ
イ
ル
ド
・
バ
ン
チ
」

ド
ル
フ
ィ
ン
「
あ
の
巨
大
な
量
子
の
泡
の
急
速
進
化
は
、
そ
れ
し
か
考
え
ら

れ
な
い
か
ら
ね
」

デ
イ
ジ
ー
「
（
険
し
い
顔
で
）
樹
莉
と
い
う
女
の
子
の
思
考
ロ
ジ
ッ
ク
と
言

語
を
吸
収
ま
で
し
て
、
何
が
進
化
よ
」

バ
ベ
ル
「
ア
レ
は
巨
大
な
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
様
な
構
造
だ
と
想
定
し

て
い
た
」
（
カ
ー
リ
ー
に
）
こ
れ
で
イ
ケ
そ
う
だ
な
」

カ
ー
リ
ー
「
私
た
ち
は
、
既
に
そ
の
予
測
に
基
づ
い
て
、
デ
・
リ
ー
パ
ー
を

元
の
原
始
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
退
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
」

カ
ー
リ
ー
、
自
分
の
端
末
の
画
面
を
イ
ン
サ
ー
ト
さ
せ
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
の
様
な
褶
曲
図
表
（
別
紙
資
料
参
照
）

が
浮
か
ぶ
。

※
注
（
文
末
）

バ
ベ
ル
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ド
ゥ
ー
ド
ル
バ
グ
。
蟻
地
獄
計
画
だ
」

画
面
内
ジ
ョ
ニ
ー
「
や
は
り
君
た
ち
に
任
せ
る
の
が
一
番
の
様
だ
。
頼
む
」

S
H
I
B
U
M
I

「
さ
て
、
予
測
が
当
た
っ
た
。
ぐ
る
ぐ
る
渦
巻
き
出
て
く
る
ぞ
～
」

背
を
向
け
、
指
を
回
し
な
が
ら
向
こ
う
へ
歩
い
て
い
く
。

ジ
ェ
ン
、S

H
I
B
U
M
I

の
後
を
追
っ
て

ジ
ェ
ン
「
水
野
さ
ん
！

あ
の
、
ま
だ
思
い
つ
き
ま
せ
ん
か
？

僕
た
ち
が

戦
え
る

」

S
H
I
B
U
M
I

「
焦
る
な
焦
る
な
。
果
報
は
寝
て
待
て
、
と
寝
て
ち
ゃ
あ
し
ょ
が

な
い
が
な
。
は
は
は
は
は
」

ジ
ェ
ン
「
（
う
～
～
～
～
）
」
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○
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
内

気
落
ち
し
て
、
疲
れ
、
座
っ
て
い
る
ク
ル
モ
ン
。

と
、
そ
の
眼
前
に
、
犬
ミ
ト
ン
の
顔
が
突
き
出
る
。

ク
ル
モ
ン
「
く
る
っ
？
」

犬
ミ
ト
ン
「
わ
ん
」

樹
莉
、
犬
ミ
ト
ン
を
自
分
に
向
け
る
。

樹

莉
「
死
ん
じ
ゃ
え
。
樹
莉
な
ん
て
、
死
ん
じ
ゃ
え
」

ク
ル
モ
ン
「
く
…
…
（
恐
怖
）
」

樹

莉
「
樹
莉
が
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
え
ば
、
も
う
酷
い
事
な
ん
て
起
き
な
い
。

タ
カ
ト
君
だ
っ
て
危
な
い
目
に
遇
っ
た
り
し
な
い
ん
だ
よ
」

犬
の
口
が
不
気
味
に
開
き
、
樹
莉
の
眼
前
に
迫
っ
て
い
く
。

ク
ル
モ
ン
の
顔

、
ど
ん
ど
ん
哀
し
み
に
包
ま
れ

樹
莉
を
覆
う
ケ
ー
ブ
ル
が
、
樹
莉
の
強
い
哀
し
み
の
『
気
持

ち
』
を
デ
・
リ
ー
パ
ー
全
体
に
伝
え
て
い
く
。

○
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
内

マ
ザ
ー
・
デ
・
リ
ー
パ
ー
の
頂
き

、
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ

ィ
ア
か
ら
、
光
よ
り
も
速
い
速
度
で
伝
わ
る
『
情
報
』
。

活
性
化
す
る
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
。

デ
・
リ
ー
パ
ー
「
（
オ
フ
）
人
間
は
愚
か
し
い
。
人
間
が
生
み
出
し
た
全
て

の
存
在
も
ま
た
愚
か
し
い
。
も
う
デ
・
リ
ー
パ
ー
は
、
人
間
・
加

藤
樹
莉
の
メ
モ
リ
は
不
要
。
人
間
の
思
考
は
非
論
理
的
な
の
も
の
」

○
研
究
所
内

耳
に
無
数
の
セ
ン
サ
ー
が
点
け
ら
れ
た
テ
リ
ア
モ
ン
が
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
の
様
な
検
査
装
置
の
中
で
眼
を
ぎ
ゅ
っ
と
閉
じ
て
い
る
。

モ
ニ
タ
に
映
る
テ
リ
ア
モ
ン
「
ま
あ
だ
～
？
」

鎮

宇
「
（
オ
フ
／
ス
ピ
ー
カ
ー
音
声
）
す
ま
ん
ね
、
テ
リ
ア
モ
ン
。
も
う

少
し
我
慢
し
て
お
く
れ
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
も
ー
ま
ん
た
い
～
」
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心
配
そ
う
に
検
査
装
置
を
見
て
い
た
ジ
ェ
ン

ジ
ェ
ン
「
テ
リ
ア
モ
ン
の
何
を
調
べ
て
る
の
？
」

鎮

宇
「
う
、
う
ん
（
や
や
気
ま
ず
そ
う
に
）
。
リ
ア
ラ
イ
ズ
し
て
い
る
デ

ジ
モ
ン
の
組
成
を
デ
・
リ
ー
パ
ー
解
析
に
応
用
し
て
い
る
」

ジ
ェ
ン
「

そ
う
…
…
（
心
配
）
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
（
オ
フ
）
何
か
耳
の
中
が
か
ゆ
い
よ
う
」

鎮

宇
「
あ
あ
、
も
う
終
わ
り
だ
よ
。
す
ま
な
か
っ
た
ね
」

バ
シ
ュ
。
重
い
ス
テ
ィ
ー
ル
の
ス
ラ
イ
ド
が
開
き
、
テ
リ
ア

モ
ン
が
サ
ウ
ナ
か
ら
出
て
き
た
様
に
立
ち
上
が
る
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
ふ
ひ
ゅ
～
～
～
」

鎮
宇
、
テ
リ
ア
モ
ン
を
抱
く
ジ
ェ
ン
の
横
顔
を
、
目
を
細
く

し
て
見
つ
め

鎮

宇
「
（
モ
ノ
／
沈
痛
に
）

す
ま
な
い
…
…
」

○
東
京
俯
瞰

デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
か
ら
、
巨
大
な
光
の
柱
が
立
つ
！

そ
れ
は
、
四
方
に
向
け
て
強
烈
な
電
光
を
放
っ
た
！

デ
・
リ
ー
パ
ー
「
最
初
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
状
態
に
戻
す
べ
き
も
の
。
そ

う
す
れ
ば
、
歪
ん
だ
世
界
な
ど
は
じ
め
か
ら
生
ま
れ
な
か
っ
た
」

○
衛
星
高
度
か
ら
見
た
地
球

緩
や
か
な
円
弧
の
地
球
表
面
。

世
界
中
の
デ
・
リ
ー
パ
ー
が
、
光
の
筋
で
結
び
つ
き
、
感
応

し
、
情
報
を
伝
達
し
て
い
る
。

○
筑
波
／
研
究
所
内

恵

「
世
界
中
の
デ
・
リ
ー
パ
ー
が
結
び
つ
い
て
活
性
化
し
て
い
ま
す
！
」

麗

花
「
デ
・
リ
ー
パ
ー
の
温
度
急
速
上
昇
！
」

固
い
顔
で
モ
ニ
タ
を
見
つ
め
る
鎮
宇
。

デ
イ
ジ
ー
「
こ
の
規
模
で
あ
ん
な
発
熱
を
起
こ
し
た
ら

、
こ
の
地
球
の

大
気
そ
の
も
の
を
変
え
て
し
ま
う
わ
…
…
」
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カ
ー
リ
ー
「
ど
ん
な
災
害
が
起
き
る
の
か
想
像
も
出
来
な
い
…
…
」

徐
々
に
後
退
っ
て
い
く
ジ
ェ
ン

。

テ
リ
ア
モ
ン
「
（
小
声
）
行
く
の
？
」

ジ
ェ
ン
「

僕
た
ち
し
か
…
…
（
Ｄ
ア
ー
ク
を
握
り
締
め
）
」

○
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
内

犬
に
首
を
噛
み
つ
か
せ
、
目
を
閉
じ
る
樹
莉
。

樹

莉
「
あ
た
し
、
な
ん
か
…
…
」

ク
ル
モ
ン
「
バ
カ
ー
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
！
」

ク
ル
モ
ン
、
飛
び
上
が
っ
て
犬
ミ
ト
ン
を
奪
っ
て
投
げ

樹

莉
「
ク
ル

」

ク
ル
モ
ン
、
樹
莉
の
顔
を
ポ
ン
ポ
ン
と
叩
き
ま
く
る
。

お
下
げ
を
引
っ
張
り
、
前
髪
を
掴
み
、
必
死
に
、
壮
烈
に
。

ク
ル
モ
ン
「
樹
莉
の
バ
カ
バ
カ
バ
カ
バ
カ
ー
ッ
！
」

泣
い
て
い
る
。
ク
ル
モ
ン
、
泣
き
な
が
ら
樹
莉
を
叩
き
、
必

死
に
、
精
一
杯
訴
え
る
。

ク
ル
モ
ン
「
み
ん
な
樹
莉
が
好
き
で
す
！

み
ん
な
樹
莉
の
笑
っ
て
る
顔
が

好
き
で
す
！

タ
カ
ト
も
！

ギ
ル
モ
ン
も
ー
！

み
ん
な
も
！
」

痛
い
。
そ
の
痛
み
が
、
樹
莉
を
覚
醒
さ
せ
る
。

樹

莉
「
ク
ル
モ
ン
…
…
」

と
！

球
内
の
ケ
ー
ブ
ル
が
再
び
ク
ル
モ
ン
に
襲
い
か
か
る
！

ク
ル
モ
ン
「
ク
ル
ル
ル
ゥ
ゥ
ゥ
（
苦
し
い
）
」

樹

莉
「
ク
ル
モ
ン
ッ
！
！
」

樹
莉
、
渾
身
の
力
で
、
ケ
ー
ブ
ル
の
中
で
身
を
捩
ら
せ
、
そ

こ
か
ら
這
い
出
し
、
必
死
に
手
を
差
し
伸
ば
す
。

樹

莉
「
ク
ル
モ
ン
！

ク
ル
モ
ン
！
」

ク
ル
モ
ン
「
く
る
る
る
る
る
っ
っ
っ
放
し
て
ク
ル
ー
！
」

震
え
る
樹
莉
の
指
先
、
ク
ル
モ
ン
に

届
こ
う
と

樹

莉
「
（
震
え
る
声
）
助
け
て
…
…
、
タ
カ
ト
君
…
…
、
助
け
て
…
…
」

○
逗
子

樹
莉
の
気
持
ち
が
、
届
い
た
。
タ
カ
ト
、
立
ち
上
が
る
。
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タ
カ
ト
「
加
藤
さ
ん
…
…
」

カ

イ
「!?

ど
う
し
た
」

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
、
ど
う
し
た
の
？
」

タ
カ
ト
「
加
藤
さ
ん
が
、
僕
に
、
助
け
て
、
っ
て

（
強
い
顔
に
）
」

と
、
帰
宅
し
て
く
る
両
親
達
。

美

枝
「
た
だ
い
ま
ー
」

剛

弘
「
あ
れ
？

何
だ
カ
イ
、
駅
で
ず
っ
と
待
っ
て
た
ん
だ
ぞ
？
」

美

枝
「
（
タ
カ
ト
の
様
子
に
気
づ
き
）

タ
カ
ト
？
」

○
筑
波
／
研
究
所
／
廊
下

黙
っ
て
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
ジ
ェ
ン
と
テ
リ
ア
モ
ン
。

と
、
背
後
か
ら
。

S
H
I
B
U
M
I

「
（
オ
フ
）
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
っ
た
か
な
？
」

ジ
ェ
ン
「!?

（
振
り
向
く
）
出
来
た
ん
で
す
か!?

」

S
H
I
B
U
M
I

、
赤
い
カ
ー
ド
を
手
渡
す
。
ブ
ル
ー
・
カ
ー
ド
と

同
じ
デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
赤
い
色
。

S
H
I
B
U
M
I

「
ま
だ
思
い
つ
き
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
な
ん
だ
が
、
そ
の
カ
ー
ド
に

セ
ー
ヴ
し
て
お
い
た
。
う
ま
く
す
れ
ば
、
君
た
ち
の
助
け
に
な
る
」

ジ
ェ
ン
「

あ
り
が
と
う
、
水
野
さ
ん
」

レ
ッ
ド
・
カ
ー
ド
を
Ｄ
ア
ー
ク
に
ス
ラ
ッ
シ
ュ
す
る
ジ
ェ
ン
。

Ｄ
ア
ー
ク
か
ら
光
が
迸
る
！

○
横
浜
／
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

ほ
の
暗
い
赤
い
絨
毯
の
廊
下
で
、
立
ち
尽
く
し
て
い
る
留
姫

（
い
つ
も
の
服
）
。
手
に
は
光
を
放
つ
Ｄ
ア
ー
ク
！

留

姫
「
行
か
な
き
ゃ
…
…
。
あ
た
し
た
ち
」

レ
ナ
モ
ン
「

（
静
か
に
頷
く
）
」

ド
ア
の
方
を
見
る
留
姫

。

レ
ナ
モ
ン
「

マ
マ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
御
免
！
」

○
逗
子
／
タ
カ
ト
の
母
の
実
家
／
庭
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美

枝
「
タ
カ
ト
！
！
」

タ
カ
ト
が
手
に
し
て
い
る
Ｄ
ア
ー
ク
、
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。

カ

イ
「
そ
れ

、
ど
う
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
？
」

タ
カ
ト
「
ジ
ェ
ン
が
呼
ん
で
る
。
僕
た
ち
が
戦
え
る
準
備
が
出
来
た
っ
て
」

剛

弘
「

（
受
け
入
れ
難
い
）
ま
た
、
戦
い
に
行
く
っ
て
…
…
」

○
筑
波
／
研
究
所
廊
下

薄
く
開
い
た
ド
ア
か
ら
中
を
見
る
ジ
ェ
ン
。

向
こ
う
に
は
、
鎮
宇
が
立
っ
て
い
た
。

ジ
ェ
ン
「
（
小
声
）
行
っ
て
き
ま
す
」

鎮

宇
「
…
…
（
固
い
顔
で
ジ
ェ
ン
を
見
つ
め
て
い
る
だ
け
）
」

ジ
ェ
ン
、
駈
け
だ
す
。
頭
上
で
テ
リ
ア
モ
ン
、

テ
リ
ア
モ
ン
「
（
耳
を
振
り
）
行
っ
て
く
る
ね
～
～
」

○
横
浜
／
山
下
公
園氷

川
丸
に
反
射
す
る
、
真
っ
赤
な
閃
光
。

飛
翔
す
る
サ
ク
ヤ
モ
ン
、
ホ
テ
ル
に
向
き
一
礼
し

東
京
に
向
か
っ
て
飛
び
去
っ
て
い
く
。

○
逗
子
／
タ
カ
ト
の
母
の
実
家

タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
、
庭
の
中
央
に
立
っ
て

タ
カ
ト
「

僕
、
行
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
」

必
死
に
自
制
し
、
唇
を
噛
む
美
枝
。

剛

弘
「

っ
た
く
、
こ
う
い
う
時
、
ど
ん
な
事
言
え
ば
い
い
ん
だ
よ
、

父
親
っ
て
さ
…
…
。
タ
カ
ト

。
ギ
ル
モ
ン

」

ギ
ル
モ
ン
「
ギ
ル
モ
ン
た
ち
絶
対
帰
っ
て
く
る
よ
！
」

美
枝
、
裸
足
の
ま
ま
庭
に
飛
び
出
し

、

ギ
ル
モ
ン
の
頭
を
撫
で
る
。

ギ
ル
モ
ン
「
ふ
ふ
っ
」

美

枝
「
（
涙
を
抑
え
、
強
く
）
あ
な
た
を
生
ん
だ
事
、
誇
り
に
思
う
」

タ
カ
ト
「

（
頷
く
）
あ
り
が
と
う
、
お
母
さ
ん
！
」
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カ

イ
「
タ
カ
ト
ッ
！

チ
バ
リ
ヨ
ー
！
（
頑
張
っ
て
来
い
！
）
」

タ
カ
ト
頷
き
、
Ｄ
ア
ー
ク
を
か
ざ
す
！

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
！
」

ギ
ル
モ
ン
「
う
ん
！
」

タ
カ
ト
「
行
っ
て
き
ま
す
！
」

眩
い
輝
き
を
放
つ
Ｄ
ア
ー
ク
！

以
下
次
回

〔
注
釈
〕

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ド
ゥ
ー
ド
ル
バ
グ
（
蟻
地
獄
作
戦
）

名
称
は
「
ワ
イ
ル
ド
・
バ
ン
チ
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
シ
ー

ン
（
子
ど
も
達
が
蟻
地
獄
に
蠍
を
落
と
し
て
い
る
）
と
、
デ

・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
中
央
の
巨
大
渦
の
形
状
か
ら
。
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